
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は一年を通じて発生
していますが、特に冬期に流行します。ノロウイルスは手指や食
品などを介して経口で感染、ヒトの腸管で増殖し、おう吐、下
痢、腹痛などを起こします。健康な方は１～２日で症状が軽くな
り、自然に回復していきます。軽い風邪のような症状の場合や感
染しても発症しない場合もありますが、子どもや高齢者では重症
化することがあります。
　感染者の便や吐物には大量のウイルスが排出されます。症状が
出ない不顕性感染者の便にも、症状が出る人と同じくらい大量の

ウイルスが含まれています。症状が回復した後も１週間から長くて１カ月に渡り便中に
ウイルスが排出され続けます。
　ですから、症状のある感染者の便や吐物の取り扱いに注意するだけでなく、無症状の
感染者を前提とした、日頃からの感染予防策が重要です。
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第５回ふじのくに健康づくりポスター・標語コンクール入賞作品紹介
　静岡県及びしずおか健康長寿財団では、創作過程を通じて学校や家庭など
で健康づくりについて考えてもらう機会を増やしたいという目的で、県内の
小・中・高等学校・特別支援学校の児童生徒から、健康づくりに関するポス
ター・標語を募集しました。
　「食育」「健診（検診）」をテーマに作品を募集したところ、今回は、ポス
ター181点、標語1,107点、計1,288点の応募があり、各部門で入賞作品を決定
しました。今後は県内各地で展示を実施する予定です。
　素晴らしい作品の中から各部門の最優秀賞（静岡県知事賞）をご紹介しま
す。

ポスターの部

標　語　の　部

食卓を家族でかこんで　教える教わる　食への感謝食　　　育
　▲浜松市立舞阪小学校５年　　宮﨑　諒太さん

「健診は?」　無駄にしないで　家族の思い健診（検診）
　▲静岡市立清水第七中学校１年　佐藤　颯眞さん
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　手洗いは、手指に付着しているノロウイルスを減らす最も有効な方法です。調理を行
う前、食事の前、トイレに行った後、下痢等の汚物処理後には必ず行いましょう。石け
ん自体にはノロウイルスを直接失活化する効果はありませんが、手の脂肪等の汚れを落
とすことにより、ウイルスを手指から剥がれやすくする効果があります。洗い残しがな
いように20～30秒かけてていねいに洗いましょう。

【参考文献】
“ノロウイルスに関するQ＆A”. 厚生労働省. https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html,（参照2018-10-25）

ノロウイルス感染者が使ったトイ
レやドアノブなどに触れてウイル
スが口に入って感染することもあ
ります。

親指、指先、指の間は特に洗い残
しやすいところです。爪と皮膚の
間や手首まで丁寧に洗いましょ
う。

石けんと流水での手洗いが感染症予防策の基本

洗い残し
がちな 
部分
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＜保健指導講話＞
手洗いでノロウイルスの感染を防ごう！ 

鶴見　日佳理
浜松健診センター
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しずおか健康長寿財団
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